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接ぎ木 挿し木

太古の昔から、人類は植物リプログラミング現象や
再生現象を利用してきた

(http://kayoichou-rose.up.n.seesaa.net/kayoichou-rose/image/_DSC7797.png?d=a1)
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(Sugimoto et al., 2011 Trends in Cell Biol)

驚異の植物再生力

callus

new formed meristem

shoots

single cell embryo-like 

多能性細胞塊（カルス）
からの新規器官再生

失われた組織の再構築

体細胞からの胚形成

(1)

(2)

(3)

leafroot
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従来技術とその問題点

既に実用化されているものには、遺伝子組換え
による植物の再生促進法や植物ホルモンや化
学物質投与による再生促進法等があるが、

・遺伝子組換えに対する消費者の不安

・化学物質や植物ホルモンのコストがかかる

等の問題があり、広く利用されるまでには至っ
ていない。
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新技術の特徴・従来技術との比較

• ある条件で植物の細胞塊に放射線照射する
と、芽がどんどん出てくるので、クローン植物
を量産できる。

• 物質を添加したり、遺伝子改変が不要である
ため、コストも労力もかからない。

• 植物種によって条件が異なるので、企業の独
自技術として確立しやすい。
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新技術の特徴・従来技術との比較

• 植物の組織である根、茎、葉、花の一部を組
織培養することで、細胞塊・カルスを作り、そこ
から芽を出させクローン植物を作成できる。

• しかし、従来技術では、芽を出す頻度は植物
種で異なることから、植物ホルモンを加えたり、
遺伝子組換えをして芽を出す頻度を増やさざ
るを得なかった。
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植物のどこからでも葉と茎を再生するシステム
植物を初期化して再分化させる

根
葉と茎

茎

葉

葉と茎

葉と茎

初期化 再分化

カルス

カルス

カルス
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植物における初期化・再生研究成果は地球に革命を起こす

カルス

植物ホルモン 植物ホルモン

カルス植物体小片

植物再生メカニズム理解
植物のダイレクト・リプログラミングの理解

植物工場化、種子や生殖が不要
品種改良、クローン量産技術
バイオマス増産、食料増産

基礎研究

応用技術

再生植物
不定胚

植物体
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◆プレスリリース
植物の驚異的な再生能力の秘密を解明 －「備え

あれば憂いなし」、傷を受ける前に再生準備を整
える植物再生の新しいメカニズムを発見 －（2019
年4月16日）
https://www.tus.ac.jp/today/2019041701.pdf

◆新聞ネット記事・テレビ報道
Science Daily (2019年8月1日）Scientists crack 
the code to improve stress tolerance in plants
https://www.sciencedaily.com/releases/2019/08
/190801104034.htm
日本経済新聞 (2019年5月12日）朝刊 30面 草

木再生 カギ握る酵素 東京理科大など発見 栽
培に応用も
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO446220
50Q9A510C1MY1000/
東京新聞 (2019年4月29日）朝刊 4面 びっくり！
新技術 植物の再生能力 酵素の働きに秘密あり
日経バイオテクONLINE (2019年4月26日）東京

理科大、植物の再生能力を支えるエピジェネ酵素
を同定 再生の新機構解明をNature姉妹誌にて
発表
https://bio.nikkeibp.co.jp/atcl/news/p1/19/04/24/
05544/

最近のプレスリリース・新聞報道

https://www.tus.ac.jp/today/2019041701.pdf
https://www.sciencedaily.com/releases/2019/08/190801104034.htm
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO44622050Q9A510C1MY1000/
https://bio.nikkeibp.co.jp/atcl/news/p1/19/04/24/05544/
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新技術の特徴

• ジャガイモの芽を出させないように放射線を照
射するように、一般的に負のイメージがある放
射線照射をある一定の条件で植物の細胞塊
に行うと、逆に芽が出ることが促進されること
がわかった。放射線照射するだけで、植物ク
ローン生産を促進できる。
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生命医科学研究所
（放射線照射設備あり）

東京理科大学・野田キャンパス
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もとの植物体にガンマ線を照射するとシュートがよくできる
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シュートがよくできた！



ガンマ線量80 Gyまでは強い線量の方が再生を促進する
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CIM培地に移す5日前にガンマ線を照射すると、シュート再生が促進する
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カルス誘導培地に移す前の一定の日にガンマ線照射することが重要である
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Why did only 5 days incubation enhance shoot regeneration?
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想定される用途

• 本技術の特徴を生かすためには、作物や園芸
品種に適用することで、品質維持や芽生えの促
進などのメリットが大きいと考えられる。

（例）作物や園芸品種のクローン化作成の促進

• 上記以外に、バイオマス増大の効果が得られる
ことも期待される。

（例）再生しにくかった植物が再生しやすくなる
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実用化に向けた課題

• 現在、クローン植物生産が可能なところまで
開発済み。

• 今後、多くの実用植物について実験データを
取得し、作物や園芸品種に適用していく場合
の条件設定を行っていく。

• 実用化に向けて、新規物質添加と組み合わ
せることで、植物再生能が向上できるよう技
術を確立する必要もあり。
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企業への期待

• 植物を活性化させる方法については、放射線
照射技術により克服できると考えている。

• 植物の生育への効果を確認したい新規物質
や新規技術を持つ企業との共同研究を希望。

• また、有用物質を開発中の企業、植物・農業
分野への展開を考えている企業には、本技術
の導入が有効と思われる。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：カルスからの植物器官の形
成効率を向上させる方法

• 出願番号 ：特願2019-121921
• 出願人 ：学校法人東京理科大学

• 発明者 ：松永幸大、他1名（計２名）
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産学連携の経歴

• 2013年-2019年 JST戦略的創造研究推進事業

（CREST）に採択

「エピゲノム制御ネットワークの理解に基づく環境ストレス
適応力強化および有用バイオマス産生」

• 2014年-現在 東京化成工業と共同研究実施

• 2016年 植物透明化試薬TOMEIを市場投入

• 2018年 好評につき TOMEIの欧米生産を開始
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お問い合わせ先

東京理科大学

研究戦略・産学連携センター

コ―ディネーター 森本 裕紀

ＴＥＬ ０３－５２２８ － ７４３１

ＦＡＸ ０３－５２２８ － ７４４２

e-mail ura@admin.tus.ac.jp
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